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や塗膜を有した低吸水率サイディングを用い、通気層の施工合

ープンジョイント化を図るとともに、製造加工方法や施工方法

いた図1に示すような外装材を試作し各種検討を行い、オープ

装システムを開発します。 

通 気 層

目地の開放 ニ
ー

ら１６年度の３年間の研究です。研究のフローを図２に示しま

害性を示す基本物性の把握、オープンジョイント部の水密試験、

面形状を工夫した通気層空隙や目地の放湿性能試験、シーリン

着性など各種の検討を行い、耐凍害性に優れたオープンジョイ

ムを提案します。 

 

図１ オープンジョイント 
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試験室における放湿性能の確認 

屋外暴露（実建物および曝露台）による耐久性評価 

サイディング材吸水率及びプライマー塗布量がシーリング材とサイディ
ング材の付着特性に及ぼす影響を複合劣化試験前後で確認 

壁体の複合劣化促進
による評価 

図２ 研究のフロー 
 

イディングに関して材料面、工法面から各種の

行い、寒冷地において十分使用可能な性能を有

認するとともに目地を開放したオープンジョイ

位性を示しました。 

ョイント工法は基材の耐凍害性、目地部分の強

・加工技術があって初めて成り立つ工法です。

した外装は窯業系で初めてこれらを解決し、オ

ント工法を可能にしました。 

隅、入隅部分の目地のオープンジョイント化が

残っていますが、専用部材の開発も合わせて行

高いオープンジョイント外装の確立は十分可能

れます。 

成果 

実建物曝露試験 


